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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油性組成物１００質量％に対し、
（ａ）デキストリン脂肪酸エステルを７～１４質量％と、
（ｂ）常圧における沸点が２５０℃以下の揮発性油分を５質量％未満と、
（ｃ）常温、常圧で液状の不揮発性油分を１０～６０質量％と、
（ｄ）シリコーン樹脂粉末を１０～５０質量％と、
を含み、
　前記（ｄ）シリコーン樹脂粉末に（ｄ１）ジメチコンを含むクロスポリマーを含み、該
（ｄ１）ジメチコンを含むクロスポリマーが油性組成物１００質量％に対し１～３０質量
％であって、
 前記（ｃ）不揮発性油分にジメチルポリシロキサンおよび／または流動パラフィンを含
む油性組成物。
【請求項２】
　さらに（ｅ）球状粉末を含む請求項１記載の油性組成物。
【請求項３】
　請求項１または２記載の油性組成物が気密性を有しない容器に充填されてなる油性化粧
料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、凹凸補正効果を有する油性組成物、ならびにこれを充填してなる油性化粧料
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　油性の透明化粧料は、主に、外観の美しさ、塗布したときに透明感のある仕上り等の利
点を有するため、様々な透明基剤が検討されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、透明基剤としてデキストリン脂肪酸エステルと、液状油と、
粒子径が０００１～０．０５μｍの不定形微粒子無水珪酸と、粒子径が０．１～３０μｍ
の球状無水珪酸とを含有する透明固形化粧料が開示されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、皮膚の凹凸補正効果を発揮して毛穴を目立たなくする観点から
、デキストリン脂肪酸エステルと、揮発性油分と、屈折率が１．４～１．６の油分と、屈
折率が１．３～１．６であり平均粒径３～３０μｍの球状粉末とを配合した透明固形組成
物が開示されている。
【０００５】
　さらに、特許文献３には、オルガノポリシロキサンエラストマー球状粉体とパール顔料
を組み合わせて、球状粉体により皮膚上で光を散乱させる凹凸補正用油性化粧料が開示さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－２５５６１６号公報
【特許文献２】特開２００５－２１３１４５号公報
【特許文献３】特開２０１０－１６３３７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、特許文献１や２で用いられているデキストリン脂肪酸エステルを配合した透明
化粧料は、塗布時にのびが重い、油のべたつき感が残りさっぱりしない、経時での安定性
が悪いなどの問題点を有している。これらの問題点は、透明基剤のデキストリン脂肪酸エ
ステルを配合する処方系に本質的に由来する解決困難な問題点と考えられていた。また、
特許文献３に記載されている凹凸補正用油性化粧料もまた、肌への密着感と伸び広がりが
良好ではなく、使用感の点で問題があった。さらに、特許文献２や３に記載されている組
成物は粉末と揮発性油分を多く含んでいるため、油分の揮発で発粉が起こる等の安定性に
問題があった。このため、化粧料とする場合には、気密性の高い容器に充填する必要があ
り、製造者側からは汎用性や経済性等の観点から、使用者側からは使い勝手等の観点から
気密性を有しない容器を使用できる組成物が望まれている。さらに、化粧もちの観点から
は、乾燥肌の場合や冬場には、肌が白く粉がふいたような状態になる場合があり、季節や
肌タイプ（乾性、脂性）を問わず使用できる基剤が望まれている。
【０００８】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであり、デキストリン脂肪酸エステルを含んでい
てもさらさらとした使用性（以下、さらさら感ともいう）を有し、凹凸補正効果に優れ、
気密性を有しない容器に充填することが可能な油性組成物、およびこれを充填してなる油
性化粧料を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の油性組成物は、油性組成物１００質量％に対し、
（ａ）デキストリン脂肪酸エステルを１～２０質量％と、
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（ｂ）常圧における沸点が２５０℃以下の揮発性油分を５質量％未満と、
（ｃ）常温、常圧で液状の不揮発性油分を１０～６０質量％と、
（ｄ）シリコーン樹脂粉末を１０～５０質量％と、
を含むものである。
【００１０】
（ｄ）シリコーン樹脂粉末には（ｄ１）シリコーンゴム粉末を油性組成物１００質量％に
対し０．１～４６質量％含むことが好ましい。なお、（ｄ１）シリコーンゴム粉末はシリ
コーン樹脂粉末１００質量％に対しては０．００２％～９２質量％となる。
（ｄ１）シリコーンゴム粉末はジメチコンを含むクロスポリマーであることが好ましい。
【００１１】
　本発明の油性組成物は、さらに（ｅ）球状粉末を含んでいてもよい。
【００１２】
　本発明の油性化粧料は、本発明の油性組成物が気密性を有しない容器に充填されてなる
ものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の油性組成物は、油性組成物１００質量％に対し、
（ａ）デキストリン脂肪酸エステルを１～２０質量％と、
（ｂ）常圧における沸点が２５０℃以下の揮発性油分を５質量％未満と、
（ｃ）常温、常圧で液状の不揮発性油分を１０～６０質量％と、
（ｄ）シリコーン樹脂粉末を１０～５０質量％と、
を含むので、デキストリン脂肪酸エステルを含んでいてもさらさらとした使用性を有し、
凹凸補正効果に極めて優れる。
また、本発明の油性組成物は気密性を有しない容器に充填することが可能であるため、汎
用性や経済性等の高い容器を選択することができるとともに、使用者においても使い勝手
のよい油性化粧料とすることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の油性組成物は、油性組成物１００質量％に対し、
（ａ）デキストリン脂肪酸エステルを１～２０質量％と、
（ｂ）常圧における沸点が２５０℃以下の揮発性油分を５質量％未満と、
（ｃ）不揮発性油分を１０～６０質量％と、
（ｄ）シリコーン樹脂粉末を１０～５０質量％と、
を含むものである。
　ここで、油性組成物とは、油性成分を連続相とし、油中に粉体が分散している状態の組
成物を指し、５質量％以下で植物抽出物や水、アルコールを含むことができる。また、油
性組成物は、固形であってもよいし、流動体であってもよい。
　以下、各成分について詳細に説明する。
【００１５】
　（ａ）デキストリン脂肪酸エステル
  デキストリン脂肪酸エステルは、デキストリンと直鎖または分岐のアルキル基（好まし
くは炭素数３～３０）を有する脂肪酸とのエステルであり、デキストリンにピリジンを塩
基性触媒に用いて加熱下に脂肪酸クロライドを反応させることにより得られる。
  デキストリンに、ミリスチン酸、パルミチン酸、パルミトレイン酸、ステアリン酸、イ
ソステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、アラキン酸、ヘキサン酸、デカ
ン酸および、分岐や水酸基やフェニル基等の置換基を有したこれら脂肪酸を結合したもの
が好ましい。
  特に好ましくは、パルミチン酸デキストリンである。
【００１６】
  デキストリン脂肪酸エステルの配合量は油性組成物１００質量％に対し、１～２０質量
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％であり、好ましくは７～１４質量％である。デキストリン脂肪酸エステルの配合量を上
記範囲とすることにより、良好な成型性、安定性、使用性、仕上がり性（多いと固くてと
れない、少ないと柔らかすぎてヨレて、密着しない）を実現することができる。その他の
成分の種類や配合量によっても異なるが、組成物が流動体となるデキストリン脂肪酸エス
テルの好ましい配合量は１質量％以上３質量％未満であり、組成物が固体となるデキスト
リン脂肪酸エステルの配合量は３質量％以上であることが好ましい。ここで、固形とは常
温（１５～２５℃）、常圧で、流動性のない状態を指す。
【００１７】
（ｂ）常圧における沸点が２５０℃以下の揮発性油分
  常圧における沸点が２５０℃以下の揮発性油分としては、例えば、イソパラフィン（約
２２５℃）、オクタメチルシクロテトラシロキサン（１７５℃）、デカメチルシクロペン
タシロキサン（２１０℃）、ドデカメチルシクロペンタシロキサン（２４５℃）等の環状
ポリシロキサン、沸点が２５０℃以下のジメチルポリシロキサン、およびこれら誘導体等
が挙げられる。好ましくは、環状ポリシロキサンである。
  常圧における沸点が２５０℃以下の揮発性油分の配合量は組成物全量に対して５質量％
未満であり、好ましくは３質量％であり、より好ましくは１質量％未満であり、揮発性油
分を含まないものとしてもよい。揮発性油分の配合量が５質量％未満であることにより、
気密性を有しない容器に充填することが可能な油性組成物とすることができる。
【００１８】
（ｃ）常温、常圧で液状の不揮発性油分
　不揮発性油分とは、常温（２５℃）、常圧で揮発性を示さない液状油分である。不揮発
性油分としては、炭化水素油、エステル油、シリコーン油、紫外線吸収剤等が挙げられ、
その含有量は組成物全量に対して１０～６０質量％である。不揮発性油分の含有量が１０
質量％以上であることにより、適切に成型でき、また、指で容易に肌に塗布することがで
きる。また、６０質量％以下であることにより、べたつかない使用性、てからない仕上が
りを得ることができ、基剤の発汗や流動を抑制することができ安定性を保つことが可能と
なる。不揮発性油分の含有量は、２０～６０質量％がより好ましく、３０～６０質量％が
さらに好ましい。外観の透明性を高める場合には、屈折率１．４～１．６の液状油分がよ
り好ましい。油分の屈折率とはデジタル屈折率計（ＡＴＡＧＯ社製タイプ：ＲＸ５０００
α）にて測定した値であり、例えば、ジメチルポリシロキサン（約１．４０）、流動パラ
フィン（約１．４７）等が挙げられる。
【００１９】
  炭化水素油としては、例えば、流動パラフィン、オゾケライト、スクワラン、プリスタ
ン、パラフィン、スクワレン、ワセリン等が挙げられる。
【００２０】
　エステル油としては、例えば、ミリスチン酸イソプロピル、オクタン酸セチル、ミリス
チン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル、ラウリン酸
ヘキシル、ミリスチン酸ミリスチル、オレイン酸デシル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデ
シル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、酢酸ラノリン、ステアリン酸イソセチル、イソステ
アリン酸イソセチル、１２－ヒドロキシステアリン酸コレステリル、ジ－２－エチルヘキ
サン酸エチレングリコール、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、モノイソステアリ
ン酸Ｎ－アルキルグリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、リンゴ酸ジイソス
テアリル、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリ
メチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチ
ルヘキサン酸ペンタエリスリトール、トリ－２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリオク
タン酸グリセリン、トリイソパルミチン酸グリセリン、トリイソステアリン酸トリメチロ
ールプロパン、セチル２－エチルヘキサノエート、２－エチルヘキシルパルミテート、ト
リミリスチン酸グリセリン、トリ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセライド、ヒマシ油脂
肪酸メチルエステル、オレイン酸オレイル、アセトグリセライド、パルミチン酸２－ヘプ
チルウンデシル、アジピン酸ジイソブチル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸－２－オ
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クチルドデシルエステル、アジピン酸ジ－２－ヘプチルウンデシル、エチルラウレート、
セバシン酸ジ－２－エチルヘキシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、パルミチン酸２
－ヘキシルデシル、アジピン酸２－ヘキシルデシル、セバシン酸ジイソプロピル、コハク
酸２－エチルヘキシル、クエン酸トリエチル等が挙げられる。
【００２１】
  シリコーン油としては、例えば、鎖状ポリシロキサン（例えば、ジメチルポリシロキサ
ン、メチルフェニルポリシロキサン、ジフェニルポリシロキサン等）、各種変性ポリシロ
キサン（アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリシロキサン、アルキル変性ポ
リシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン、フェニル変性ポリシロキサン等）等が挙げら
れる。
【００２２】
　紫外線吸収剤としては下記化合物が挙げられる。
（１）安息香酸系紫外線吸収剤
　例えば、パラアミノ安息香酸（以下、ＰＡＢＡと略す）、ＰＡＢＡモノグリセリンエス
テル、Ｎ，Ｎ－ジプロポキシＰＡＢＡエチルエステル、Ｎ，Ｎ－ジエトキシＰＡＢＡエチ
ルエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルＰＡＢＡエチルエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルＰＡＢＡブチ
ルエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルＰＡＢＡエチルエステルなど。
【００２３】
（２）アントラニル酸系紫外線吸収剤
　例えば、ホモメンチル－Ｎ－アセチルアントラニレートなど。
（３）サリチル酸系紫外線吸収剤
　例えば、アミルサリシレート、メンチルサリシレート、ホモメンチルサリシレート、オ
クチルサリシレート、フェニルサリシレート、ベンジルサリシレート、ｐ－イソプロパノ
ールフェニルサリシレートなど。
【００２４】
（４）ケイ皮酸系紫外線吸収剤
　例えば、オクチルシンナメート、エチル－４－イソプロピルシンナメート、メチル－２
，５－ジイソプロピルシンナメート、エチル－２，４－ジイソプロピルシンナメート、メ
チル－２，４－ジイソプロピルシンナメート、プロピル－ｐ－メトキシシンナメート、イ
ソプロピル－ｐ－メトキシシンナメート、イソアミル－ｐ－メトキシシンナメート、オク
チル－ｐ－メトキシシンナメート（２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシシンナメート）、
２－エトキシエチル－ｐ－メトキシシンナメート、シクロヘキシル－ｐ－メトキシシンナ
メート、エチル－α－シアノ－β－フェニルシンナメート、２－エチルヘキシル－α－シ
アノ－β－フェニルシンナメート、グリセリルモノ－２－エチルヘキサノイル－ジパラメ
トキシシンナメートなど。
【００２５】
（５）トリアジン系紫外線吸収剤
　例えば、ビスレゾルシニルトリアジンなど。
　さらに具体的には、ビス｛〔４－（２－エチルヘキシロキシ）－２－ヒドロキシ〕フェ
ニル｝－６－（４－メトキシフェニル）１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス｛
４－（２－エチルヘキシロキシカルボニル）アニリノ｝１，３，５－トリアジンなど。
【００２６】
（６）その他の紫外線吸収剤
　例えば、３－（４´－メチルベンジリデン）－ｄ，ｌ－カンファー、３－ベンジリデン
－ｄ，ｌ－カンファー、２－フェニル－５－メチルベンゾキサゾール、２，２´－ヒドロ
キシ－５－メチルフェニルベンゾトリアゾール、２－（２´－ヒドロキシ－５´－ｔ－オ
クチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２´－ヒドロキシ－５´－メチルフェニル
ベンゾトリアゾール、ジアニソイルメタン、４－メトキシ－４´－ｔ－ブチルジベンゾイ
ルメタン、５－（３，３－ジメチル－２－ノルボルニリデン）－３－ペンタン－２－オン
、ジモルホリノピリダジノンなどのピリダジン誘導体。　
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【００２７】
（ｄ）シリコーン樹脂粉末
　シリコーン樹脂粉末としては、屈折率１．３～１．６であり、平均粒径０．１～３０μ
ｍのシリコーン粉末、例えば、モメンティブ社製のトスパールシリーズ、信越化学工業（
株）社製のシリコンパウダーＫＭＰシリーズ、日興リカ社製のＭＳＰシリーズなどのポリ
メチルシルセスキオキサンなどを好ましく挙げることができる。また、（ｄ）シリコーン
樹脂粉末には、（ｄ１）シリコーンゴム粉末を含むことが好ましい。より好ましくはジメ
チコン含むクロスポリマーであるシリコーンゴム粉末（架橋型ポリシロキサン）が好まし
く、例えば、（ジメチコン／ビニルジメチコン）クロスポリマー等が挙げられる。シリコ
ーンゴム粉末（架橋型ポリシロキサン）の市販品としては、例えば、東レ・ダウコ－ニン
グ社製のトレフィルＥシリーズ、ＣＯＳＭＥＴＩＣ　ＰＯＷＤＥＲシリーズ、信越化学工
業（株）社製のＫＳＰシリーズ、ＫＳＧシリーズなどを挙げることができる。粉末の屈折
率および平均粒径は文献値を参考にした。　
【００２８】
　シリコーン樹脂粉末の配合量は、組成物全量に対して１０～５０質量％であり、好まし
くは１２～４８質量％、より好ましくは１５～４０質量％、さらには８～３５質量％がよ
り好ましい。シリコーン樹脂粉末の配合量を１０～５０質量％とすることにより、毛穴や
凹凸のより高い補正効果と、さらに良好な使用性を得ることができる。また、（ｄ）シリ
コーン樹脂粉末に含まれる（ｄ１）シリコーンゴム粉末の含有量は、油性組成物１００質
量％に対し０．１～４６質量％であることが好ましく、０．５～４０質量％であることが
好ましく、１～３０質量％であることがさらに好ましい。
【００２９】
 また、（ｄ）シリコーン樹脂粉末に含まれる（ｄ１）シリコーンゴム粉末の含有量は、
油性組成物１００質量％に対し０．１～４６質量％の範囲とすることにより、塗布すると
きはとろけるようになめらかでありながら、肌になじむとさらさらに変化させること、換
言すれば、肌への塗布により、油性組成物の質感のチェンジが起こり、平滑な半透明膜を
形成することができる。結果、肌の凹凸による影ができず、毛穴を目立たなくすることが
でき、透明感を高めることができる。また、塗布するときはとろけるようになめらかであ
るので、柔軟性があるため密着感が高い。このため、ヨレや薄れが起きずきれいな仕上が
りとなり、持続性もよくなる。
【００３０】
（ｅ）球状粉末
　本発明の油性組成物は、シリコーン樹脂粉末以外の球状粉末をさらに含んでいてもよい
。
　球状粉末としては、球状シリカ、球状ナイロン粉末、球状ポリアクリル酸アルキル、架
橋ポリスチレン－スクアラン混合末、セルロース粉末および無水ケイ酸末等が挙げられる
。球状粉末は、無孔質のものであっても、多孔質のものであってもよい。また高吸油量で
あっても、低吸油量であってもよい。これらの１種以上を、油性組成物の１００質量％に
対し、０．００５～２０質量％の範囲で含めることができる。好ましくは、０．００５～
１５質量％が好ましい。球状粉末の添加により、少なくとも油性組成物の使用の際の肌上
の毛穴をかくし、きめを整え、皮脂の吸着性を改善するのに役立ち、化粧もち効果をより
高めることができる。
【００３１】
　本発明の油性組成物には、本発明の効果を損なわない限り、任意の成分を配合すること
ができる。任意の成分としては、以下の固体油脂、ロウ、粉末、各種の油溶性薬剤等を挙
げることができる。
【００３２】
  固体油脂としては、例えば、ワセリン、カカオ脂、ヤシ油、硬化ヤシ油、パーム油、パ
ーム核油、モクロウ核油、硬化油、モクロウ、硬化ヒマシ油等が挙げられる。
【００３３】
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  ロウとしては、例えば、オゾケライト、ミツロウ、カンデリラロウ、綿ロウ、カルナウ
バロウ、ベイベリーロウ、イボタロウ、鯨ロウ、モンタンロウ、ヌカロウ、ラノリン、カ
ポックロウ、酢酸ラノリン、液状ラノリン、サトウキビロウ、ラノリン脂肪酸イソプロピ
ル、ラウリン酸ヘキシル、還元ラノリン、ホホバロウ、硬質ラノリン、セラックロウ、Ｐ
ＯＥラノリンアルコールエーテル、ＰＯＥラノリンアルコールアセテート、ＰＯＥコレス
テロールエーテル、ラノリン脂肪酸ポリエチレングリコール、ＰＯＥ水素添加ラノリンア
ルコールエーテル、セレシン、マイクロクリスタリンワックス等が挙げられる。
【００３４】
　粉末成分としては、上記球状粉末以外に、例えば、無機粉末（例えば、タルク、カオリ
ン、雲母、絹雲母(セリサイト)、白雲母、金雲母、合成雲母、紅雲母、黒雲母、パーミキ
ュライト、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸バリウム、
ケイ酸カルシウム、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸ストロンチウム、タングステン酸金属塩
、マグネシウム、シリカ、ゼオライト、硫酸バリウム、焼成硫酸カルシウム(焼セッコウ)
、リン酸カルシウム、弗素アパタイト、ヒドロキシアパタイト、セラミックパウダー、金
属石鹸(例えば、ミリスチン酸亜鉛、パルミチン酸カルシウム、ステアリン酸アルミニウ
ム)、窒化ホウ素等）；無機白色顔料（例えば、二酸化チタン、酸化亜鉛等）；無機赤色
系顔料（例えば、酸化鉄(ベンガラ)、チタン酸鉄等）；無機褐色系顔料（例えば、γ－酸
化鉄等）；無機黄色系顔料（例えば、黄酸化鉄、黄土等）；無機黒色系顔料（例えば、黒
酸化鉄、低次酸化チタン等）；無機紫色系顔料（例えば、マンガンバイオレット、コバル
トバイオレット等）；無機緑色系顔料（例えば、酸化クロム、水酸化クロム、チタン酸コ
バルト等）；無機青色系顔料（例えば、群青、紺青等）；パール顔料（例えば、酸化チタ
ンコーテッドマイカ、酸化チタンコーテッドオキシ塩化ビスマス、酸化チタンコーテッド
タルク、着色酸化チタンコーテッドマイカ、オキシ塩化ビスマス、魚鱗箔等）；金属粉末
顔料（例えば、アルミニウムパウダー、カッパーパウダー等）；ジルコニウム、バリウム
またはアルミニウムレーキ等の有機顔料（例えば、赤色２０１号、赤色２０２号、赤色２
０４号、赤色２０５号、赤色２２０号、赤色２２６号、赤色２２８号、赤色４０５号、橙
色２０３号、橙色２０４号、黄色２０５号、黄色４０１号、および青色４０４号などの有
機顔料、赤色３号、赤色１０４号、赤色１０６号、赤色２２７号、赤色２３０号、赤色４
０１号、赤色５０５号、橙色２０５号、黄色４号、黄色５号、黄色２０２号、黄色２０３
号、緑色３号および青色１号等）；天然色素（例えば、クロロフィル、β－カロチン等）
等が挙げられる。
【００３５】
　液体油脂としては、例えば、アボガド油、ツバキ油、タートル油、マカデミアナッツ油
、トウモロコシ油、ミンク油、オリーブ油、ナタネ油、卵黄油、ゴマ油、パーシック油、
小麦胚芽油、サザンカ油、ヒマシ油、アマニ油、サフラワー油、綿実油、エノ油、大豆油
、落花生油、茶実油、カヤ油、コメヌカ油、シナギリ油、日本キリ油、ホホバ油、胚芽油
、トリグリセリン等が挙げられる。
【００３６】
　親油性非イオン界面活性剤としては、例えば、ソルビタン脂肪酸エステル類（例えば、
ソルビタンモノオレエート、ソルビタンモノイソステアレート、ソルビタンモノラウレー
ト、ソルビタンモノパルミテート、ソルビタンモノステアレート、ソルビタンセスキオレ
エート、ソルビタントリオレエート、ペンタ－２－エチルヘキシル酸ジグリセロールソル
ビタン、テトラ－２－エチルヘキシル酸ジグリセロールソルビタン等）；グリセリンポリ
グリセリン脂肪酸類（例えば、モノ綿実油脂肪酸グリセリン、モノエルカ酸グリセリン、
セスキオレイン酸グリセリン、モノステアリン酸グリセリン、α，α´－オレイン酸ピロ
グルタミン酸グリセリン、モノステアリン酸グリセリンリンゴ酸等）；プロピレングリコ
ール脂肪酸エステル類（例えば、モノステアリン酸プロピレングリコール等）；硬化ヒマ
シ油誘導体；グリセリンアルキルエーテル等が挙げられる。
【００３７】
　親水性非イオン界面活性剤としては、例えば、ＰＯＥ－ソルビタン脂肪酸エステル類（
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例えば、ＰＯＥ－ソルビタンモノオレエート、ＰＯＥ－ソルビタンモノステアレート、Ｐ
ＯＥ－ソルビタンモノオレート、ＰＯＥ－ソルビタンテトラオレエート等）；ＰＯＥソル
ビット脂肪酸エステル類（例えば、ＰＯＥ－ソルビットモノラウレート、ＰＯＥ－ソルビ
ットモノオレエート、ＰＯＥ－ソルビットペンタオレエート、ＰＯＥ－ソルビットモノス
テアレート等）；ＰＯＥ－グリセリン脂肪酸エステル類（例えば、ＰＯＥ－グリセリンモ
ノステアレート、ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート、ＰＯＥ－グリセリントリイ
ソステアレート等のＰＯＥ－モノオレエート等）；ＰＯＥ－脂肪酸エステル類（例えば、
ＰＯＥ－ジステアレート、ＰＯＥ－モノジオレエート、ジステアリン酸エチレングリコー
ル等）；ＰＯＥ－アルキルエーテル類（例えば、ＰＯＥ－ラウリルエーテル、ＰＯＥ－オ
レイルエーテル、ＰＯＥ－ステアリルエーテル、ＰＯＥ－ベヘニルエーテル、ＰＯＥ－２
－オクチルドデシルエーテル、ＰＯＥ－コレスタノールエーテル等）；ＰＯＥ・ＰＯＰ－
アルキルエーテル類（例えば、ＰＯＥ・ＰＯＰ－セチルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯＰ－２－
デシルテトラデシルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯＰ－モノブチルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯＰ－
水添ラノリン、ＰＯＥ・ＰＯＰ－グリセリンエーテル等）；ＰＯＥ－ヒマシ油硬化ヒマシ
油誘導体（例えば、ＰＯＥ－ヒマシ油、ＰＯＥ－硬化ヒマシ油、ＰＯＥ－硬化ヒマシ油モ
ノイソステアレート、ＰＯＥ－硬化ヒマシ油トリイソステアレート、ＰＯＥ－硬化ヒマシ
油モノピログルタミン酸モノイソステアリン酸ジエステル、ＰＯＥ－硬化ヒマシ油マレイ
ン酸等）；ＰＯＥ－ミツロウ・ラノリン誘導体（例えば、ＰＯＥ－ソルビットミツロウ等
）；アルカノールアミド（例えば、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド、ラウリン酸モノエ
タノールアミド、脂肪酸イソプロパノールアミド等）；ＰＯＥ－プロピレングリコール脂
肪酸エステル；ＰＯＥ－アルキルアミン；ＰＯＥ－脂肪酸アミド；ショ糖脂肪酸エステル
；トリオレイルリン酸等が挙げられる。
【００３８】
　保湿剤としては、例えば、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、グリセリ
ン、１，３－ブチレングリコール、キシリトール、ソルビトール、マルチトール、コンド
ロイチン硫酸、ヒアルロン酸、ムコイチン硫酸、カロニン酸、アテロコラーゲン、コレス
テリル－１２－ヒドロキシステアレート、乳酸ナトリウム、胆汁酸塩、ｄｌ－ピロリドン
カルボン酸塩、短鎖可溶性コラーゲン、ジグリセリン（ＥＯ）ＰＯ付加物、イザヨイバラ
抽出物、セイヨウノコギリソウ抽出物、メリロート抽出物、トレハロース、エリスリトー
ル、ＰＯＥ・ＰＯＰランダム共重合体メチルエーテル等が挙げられる。
【００３９】
　金属イオン封鎖剤としては、例えば、１－ヒドロキシエタン－１，１－ジフォスホン酸
、１－ヒドロキシエタン－１，１－ジフォスホン酸四ナトリウム塩、エデト酸二ナトリウ
ム、エデト酸三ナトリウム、エデト酸四ナトリウム、クエン酸ナトリウム、ポリリン酸ナ
トリウム、メタリン酸ナトリウム、グルコン酸、リン酸、クエン酸、アスコルビン酸、コ
ハク酸、エデト酸、エチレンジアミンヒドロキシエチル三酢酸３ナトリウム等が挙げられ
る。
ビタミンとしては、例えば、ビタミンＡ、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ６、Ｃ、Ｅおよびその誘導体、
パントテン酸およびその誘導体、ビオチン等が挙げられる。
【００４０】
　酸化防止剤としては、例えば、トコフェロール類、ジブチルヒドロキシトルエン、ブチ
ルヒドロキシアニソール、没食子酸エステル類等が挙げられる。
【００４１】
　酸化防止助剤としては、例えば、リン酸、クエン酸、アスコルビン酸、マレイン酸、マ
ロン酸、コハク酸、フマル酸、ケファリン、ヘキサメタフォスフェイト、フィチン酸、エ
チレンジアミン四酢酸等が挙げられる。
【００４２】
　その他の配合可能成分としては、例えば、防腐剤（メチルパラベン、エチルパラベン、
ブチルパラベン、フェノキシエタノール等）；消泡剤（シメチコン等）；消炎剤（例えば
、グリチルリチン酸誘導体、グリチルレチン酸誘導体、チオタウリン、ヒポタウリン、ヒ
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ノキチオール、酸化亜鉛、アラントイン等）；美白剤（例えば、ユキノシタ抽出物、アル
ブチン、トラネキサム酸、Ｌ－アスコルビン酸、Ｌ－アスコルビン酸リン酸エステルマグ
ネシウム塩、Ｌ－アスコルビン酸グルコシド、４－メトキシサリチル酸カリウム等）；各
種抽出物（例えば、オウバク、オウレン、シコン、シャクヤク、センブリ、バーチ、セー
ジ、ビワ、ニンジン、アロエ、ゼニアオイ、アイリス、ブドウ、ヨクイニン、ヘチマ、ユ
リ、サフラン、センキュウ、ショウキュウ、オトギリソウ、オノニス、ニンニク、トウガ
ラシ、チンピ、トウキ、海藻等）、賦活剤（例えば、ローヤルゼリー、感光素、コレステ
ロール誘導体等）；血行促進剤等が挙げられる。
【００４３】
　本発明の油性化粧料は、溶解、粉体分散、混合等通常の製法に従って油性組成物を製造
した後、充填を行い得ることができる。特に、本発明の油性組成物は揮発性油分の含有量
が微量であるため、充填する容器は気密性を有しないもの（例えば、通常の蓋のない金属
中皿）、スポンジ等に含浸した剤型、チューブやボトル等に詰めた剤型等であってもよく
、製造者においては、汎用性、経済性に富み、使用者においては使い勝手のよい化粧料と
することができる。また本発明の油性化粧料は、ファンデーション、コンシーラー、化粧
下地、ハイライトチーク、アイシャドー等のメイクアップ化粧料として用いることができ
る。
【実施例】
【００４４】
　次に実施例を挙げて本発明をさらに具体的に説明する。本発明は以下の実施例によって
何ら限定されるものではない。なお、配合量は特に断りがない限り質量％である。
【００４５】
　実施例および比較例は、常法により製造した。具体的には、ゲル化剤（デキストリン脂
肪酸エステル等）を油分に加え、８０～９０℃に加熱して溶解させた後、残りの成分（紫
外線吸収剤、粉末等）を加えて均一になるまでホモミキサーにて分散し、脱気を行った後
、容器に充填し、室温まで冷却して各々の油性固形組成物を得た。
【００４６】
［評価］
［外観］
実施例および比較例で得られた油性固形組成物を７ｍｍ厚になるように白色樹脂容器に流
し込み、室温にて外観を評価した。
Ａ：表面がなめらかで異常なし
Ｂ：透明または白色ではなく、変色する
Ｃ：ポロポロの塊状になり、流し込み成型ができない
【００４７】
［使用性・仕上がり］
実施例および比較例で得られたサンプルを塗布し、さらさら感、マットな仕上がり、均一
な仕上がり、凹凸補正効果について、専門パネル２０名による官能評価を行った。５段階
で評価し、２０名のスコアの平均値を４段階判定基準により判定した。
＜５段階評価基準＞
５　非常に良い
４　良い
３　普通
２　やや悪い
１　悪い
＜４段階判定基準＞
ＡＡ　４点以上
Ａ　　３点以上４点未満
Ｂ　　２点以上３点未満
Ｃ　　２点未満　
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　評価結果を組成とともに表１に示した。
【００４８】
【表１】

【００４９】
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　表１に示すように、実施例に示す油性固形組成物は、外観、さらさら感、マットな仕上
がり、均一な仕上がり、凹凸補正効果のいずれにおいても優れていた。
一方、シリコーン樹脂粉末が多い比較例１ではよれが生じた。また、シリコーン樹脂粉末
ではなく、球状無水ケイ酸を用いた比較例２や３では無孔質、多孔質に係らず、凹凸補正
効果が不充分で、マットな仕上がりにはならなかった。また組成物に黄変が見られたり、
比較例３では塊状になって成型ができなかった。球状ポリウレタンを用いた比較例４でも
凹凸補正効果が不充分で、よれが生じ、また、塊状になって成型ができなかった。また、
球状ポリエチレンを用いた比較例５でも、凹凸補正効果が不充分で、よれやざらつきが生
じ、また、塊状になって成型ができなかった。
【００５０】
　続いて、特許文献１に記載の固形化粧料（実施例２および６）との比較（比較例６およ
び７）も行った。実施例として、実施例３の不揮発性油分を比較例６および７と同様のも
のに置換した実施例４および５を準備した。結果を組成とともに表２に示した。なお、ト
リ２－エチルヘキサン酸グリセリルはジカプリン酸ネオペンチルグリコールで代替した。
表２に示すように、比較例６や７はシリコーン樹脂粉末を含まず、不定形微粒子が高配合
である上、不揮発性油分（メチルフェニルポリシロキサンやジカプリン酸ネオペンチルグ
リコール）の含有量が多いので、さらさら感が実現できず、凹凸補正効果も不充分で、マ
ットな仕上がりにもならなかった。
【００５１】
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【表２】

【００５２】
　以上の実施例から明らかなように、本発明の油性化粧料は、デキストリン脂肪酸エステ
ルを含んでいてもさらさらとした使用性を有し、凹凸補正効果に優れる。また、本発明の
油性組成物は気密性を有しない容器に充填することが可能であるため、汎用性や経済性の
高い容器を選択することができるとともに、使用者においても使い勝手のよい油性化粧料
とすることができる。
【００５３】
　下記の油性化粧料を常法により製造した。
処方例１：化粧下地
デキストリン脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４
ミリスチン酸イソプロピル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
不揮発性ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　１８
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メトキシケイ皮酸オクチル（オクチル－ｐ－メトキシシンナメート）　２
エチルヘキシルトリアゾン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ポリメチルシルセスキオキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　１８
（ジメチコン／ビニルジメチコン）クロスポリマー　　　　　　　　１５
球状無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２
不定形無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
酸化防止剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
保湿剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
消泡剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００５４】
　処方例２：白粉       
デキストリン脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　１３．５０
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
トリエチルヘキサノイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５０
ミリスチン酸イソプロピル　　　　　　　　　　　　　　　　　９．５０
不揮発性ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　１７．５０
ビスブチルジメチコンポリグリセリル－３    　　　　　　　　　　１
ポリメチルシルセスキオキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
（ジメチコン／ビニルジメチコン）クロスポリマー　　　　　　　　　７
球状無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２
不定形無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
酸化防止剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
保湿剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
消泡剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００５５】
  処方例３：チーク     
デキストリン脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　１３．５０
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２．５０
トリエチルヘキサノイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　
ジフェニルシロキシフェニルトリメチコン　　　　　　　　　　　　１０
不揮発性ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　１５
ポリメチルシルセスキオキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
（ジメチコン／ビニルジメチコン）クロスポリマー　　　　　　　　　４
不定形無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
赤２２６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５０
マイカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
パール剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
酸化防止剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
保湿剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
消泡剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００５６】
  処方例４：アイシャドー      
デキストリン脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
トリエチルヘキサノイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０　
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ジフェニルシロキシフェニルトリメチコン　　　　　　　　　　　　１０
不揮発性ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　１０
ポリメチルシルセスキオキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　１２
（ジメチコン／ビニルジメチコン）クロスポリマー　　　　　　１．５０
不定形無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２
パール剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３
酸化防止剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
保湿剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
消泡剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
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